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口腔内にみられる いわゆる剥離上皮膜※

（Kawase, et.al.,: Gerodontology, 31：184－193，2014）
（小笠原ら、老年歯学、29：11－20，2014）

※学術的にはまだ確定
していない用語であり，
日本老年歯科医学会に
て検討中



いわゆる口腔の剥離上皮膜とは

• 主体として、

重層扁平上皮由来の角質変性物

唾液中のムチンで占められる。

• 一部に、

細菌塊、細胞浸潤がみられる。

角質変性物
（重層扁平上皮）

H･E染色

（Fa-Chih Shen, et.al.,:Gerodontology, 36：63-70，2019）



口腔剥離上皮膜の種類と形成時間

付着物形態
形成
時間

上皮成分
の存在

上皮成分
の面積率

病理像

粘液物 0時間 45% 0%

粘稠物 6時間 100% 45.00%

膜状物 12時間 100% 84.20%

形成時間、上皮成分の面積率：中央値

• 時間経過とともに乾燥性の膜状物になる。
• 乾燥性の膜状物は、一部が口腔粘膜と連続し、無理な除去により出血する。
• 短時間でのケアは、ケア時間を短くして、出血リスクも低くする。

（松村ら、障歯誌、40：485－492，2019）



いわゆる口腔の剥離上皮膜による不利益

•出血

•出血部位からの感染

•嚥下機能障害

•誤嚥

•誤嚥性肺炎

•発音機能の障害

•窒息

（篠塚ら、障歯誌、37：22－27，2016）
（中城、日気食会誌、65：485－488，2014）
（PRAHLOW JA, et al . Am J Nurs 109:38-43、2009）





20200401


